
































































































































































































４：あてはまる ３：ややあてはまる ２：あまりあてはまらない １：あてはまらない
表２ 質問中の音楽的内容の一覧
⑴ プレゼンテーションカンファレンス「TED」で音楽家も発表を行っていること
⑵ 音楽に関する情報検索の方法（大学図書館での楽譜や音楽資料の検索、ナクソスミュージックライブラリ
等）
⑶ 商標権・音楽商標（商業用音楽のブランド保護）
⑷ 音楽著作物の保護期間（原則著作権者の死後50年）
⑸ 演奏家の権利（著作隣接権）
⑹ 著作者の意志表示（利用規約，パブリックドメイン，クリエイティブ・コモンズ）
⑺ 非営利・無償での演奏・上演は無許諾で可能なこと（著作権の権利制限）
⑻ 歌詞などの引用の要件（著作権の権利制限）
⑼ 著作権をクリアした音楽素材の収集サイト（パブリックドメインクラシック，IMSLP，NHKクリエイティ
ブライブラリ，YouTubeミュージックライブラリ，国立国会図書館歴史的音源等）
⑽ 知的財産的な問題が発生した芸術家の事件（盗作・剽窃，ゴーストライター等）
? 音楽家の印税収入（著作権料）の計算（オリコンランキングの情報，表計算ソフトウェアの使用）
? デジタルオーディオプレーヤーの歴史（Apple社による iPodやスマートフォンの発展）
? 音声のデジタル化の仕組み（一定間隔で区切って数値化したデータを圧縮）
? デジタル音楽ファイルの形式（PCM・MP3やMIDI）
? DTM（デスクトップミュージック：GarageBandを用いたデジタル音楽制作の実習）
? デジタル社会での音楽制作の実際（SNSを用いたバーチャル合唱団，映像技術と融合したコンサート）
? ストリーミング配信サービス（毎月定額で音楽聞き放題のアプリ等）
? ミュージックビデオの制作方法（iMovieを用いた動画編集や音楽のリミックス）
? サウンドプログラミング（Maxを用いた自動演奏プログラムや音楽・映像同期プログラムの開発）
※ 題材の名称は生徒にとって認識しやすい表現に置き換えており、年間指導計画のテーマ名と一致しない。ま
た、１つのテーマ内で複数の音楽的内容を取り扱っている場合は、細目に分けて列挙しているため、テーマ数
と題材数も一致しない。
※ ??サウンドプログラミング」に関する授業は2016年度のみ実施したため、2015年度のアンケートには含まれ
ていない。
― 37―
音楽高等学校に適応した情報科教育のカリキュラム開発
質問２の結果をみると、両年度を通して、１つを除くほぼ全ての題材で平均値が３を超えており、高い興味・
関心を集めていたことがわかる。これは、本カリキュラム設計時に期待された「音楽高等学校生徒の学習モチベー
ションを高めること」という目的を、ある程度満たすことができたと推測される。（ただし、音楽的内容以外の授
業題材について同様のアンケートを実施していないため、音楽的内容以外の題材と比べて音楽的内容の題材が有
意に効果的であったかどうかは、断定することができない。）
次に、質問１の結果をみると、授業前の前提知識レベルには、題材によって大きく差があったことが明らかに
なった。「音楽に関する情報検索の方法」や「ストリーミング配信サービス」といった題材は、生徒自身が保有す
る情報端末から日常的に触れていることが予測される。また、「音楽著作物の保護期間」といった基礎的な法知識
は、中学校段階までに既習であったと考えられる。一方で、同じ著作権に関する題材でも、「著作者の意志表示」
は低い平均値を示している。法律に基づく一般的な規定を学んだことはあっても、クリエイティブ・コモンズや
利用規約のような個別具体的なライセンスを読み、著作者固有の意志表示に従って音楽を利用する経験は浅いこ
とが推測される。
両年度ともに事前知識レベルが低かったにも関わらず、授業後の興味・関心が高い値を示した題材としては、
「プレゼンテーションカンファレンス『TED』で音楽家も発表を行っていること」「DTM」「デジタル社会での音
楽制作の実際」「ミュージックビデオの制作方法」があげられる。（2016年度のみ実施した「サウンドプログラミ
ング」も、単年度では同様の傾向にある。）これらの内容は、実社会の音楽家の事例を通して、今まで予想してい
なかった場面で情報技術が音楽に活用されているという新たな気付きを、生徒へ与えることができたと予測され
る。このことは、カリキュラム設計時に期待されたもう１つの目的である「将来音楽活動を行う際に直接役立て
られる知識・技能を習得する」という点を、満たすことができたのではないだろうか。
図２ 【質問２】授業の興味・関心の度合いの集計結果
(Ｎ＝35)
図１ 【質問１】授業前の事前知識レベルの集計結果
(Ｎ＝38)
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その他、「音楽家の印税収入（著作権料）の計算」に関する題材も、事前知識レベルは低かったにも関わらず、
授業後は高い興味・関心を示している。この内容は、音楽家として生計を立てることに直結するため、キャリア
教育としても意義があったと考えられる。実習課題としても、先の授業で学習した知的財産権の知識を振り返り
つつ、実社会におけるデータベースの検索や、表計算ソフトウェアを用いた演算処理の技能を組み合わせて駆使
する必要があるため、より本質的な問いを設定すれば、総合的なパフォーマンス課題としても有効であろう。
４.まとめ
本実践では、情報科の科目「社会と情報」を音楽高等学校の３年次で展開するにあたり、音楽高等学校の生徒
に特化したカリキュラム開発を行った。学習指導要領に規定された単元の多くで、音楽的内容を含む題材を取り
上げることで、「音楽高等学校生徒の学習モチベーションを高めること」および「将来音楽活動を行う際に直接役
立てられる知識・技能を習得すること」の２点の目的を達せられるよう設計した。３年間で段階的にカリキュラ
ムを向上させるなかで、2015年度と2016年度でアンケートを行い、一定の効果があったことを確認した。
本カリキュラムにおいても「コンピュータとデジタルメディアの歴史」のテーマ内で学ぶが、パーソナルコン
ピュータの開発から現代のスマートフォンまで発展した歴史は40年ほどに過ぎず、生徒たちが音楽家として活躍
する未来には、情報機器が全く異なる形に変化している可能性もある。よって、本教科で重要なことは、機器の
操作法を覚えることではなく、変化し得る情報社会に対して常に関心を持ち、新たな技術や制度へ関与しようと
する姿勢を持ち続けることである。このような教科目標に対して、音楽高等学校における生徒のキャリアに直結
する音楽的題材を取り入れることは、有効な手段であったと考えられる。
2020年度からは、次期学習指導要領が開始される予定である。特に、小学校段階からプログラミング教育が必
修化されることに注目が集まっており、高等学校情報科においても比重が増すことが見込まれる。このような動
向のなかで、音楽高等学校においても、いかにして必履修教科「情報」を効果的に展開するか、継続的にカリキュ
ラムの向上を図ることが望まれる。
参照文献
［１］ 辰巳丈夫「情報教育の音楽化」、『情報処理学会研究報告コンピュータと教育(CE)』第2001巻101(2001-CE
-061)号、2001年、39～46頁。
［２］ 辰巳丈夫、兼宗進、久野靖「ドリトルと「情報教育の音楽化」」、『情報処理学会研究報告コンピュータと教
育(CE)』 第2005巻123(2005-CE-082)号、2005年、77～84頁。
［３］ 辰巳丈夫、兼宗進、小原格、野部緑、酒徳峰章、山澤昭彦「情報教育の音楽化による高校生へのプログラ
ミング入門」、『情報処理学会研究報告コンピュータと教育(CE)』第2007巻123(2007-CE-092)号、2007年、
115～122頁。
［４］ 並木美太郎「報教育における音楽の利用，音楽教育における情報教育の利用」、『情報処理』 第48巻６号、
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― 39 ―
音楽高等学校に適応した情報科教育のカリキュラム開発
― 40―
研究紀要 第12集
表
３
年
間
指
導
計
画
の
概
要
月
単
元
講
義
テ
ー
マ
学
習
事
項
・
実
習
内
容
・
キ
ー
ワ
ー
ド
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
対
応
項
目
4
情
報
学
入
門
：
音
楽
・
芸
術
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
礎
、
情
報
社
会
概
説
、
音
楽
と
芸
術
領
域
で
の
情
報
技
術
活
用
の
事
例
演
習
室
利
用
ル
ー
ル
、
五
大
装
置
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
、
デ
ー
タ
の
の
保
全
、
m
ac
O
S
の
基
本
操
作
、
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
、
P
検
５
級
受
験
、
国
立
国
会
図
書
館
歴
史
的
音
源
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
⑴
ア
情
報
と
メ
デ
ィ
ア
の
特
徴
⑶
イ
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
⑷
ア
社
会
に
お
け
る
情
報
シ
ス
テ
ム
W
W
W
と
情
報
検
索
、個
人
情
報
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
W
W
W
技
術
、
情
報
検
索
・
情
報
収
集
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
図
書
館（
分
類
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
）、
O
P
A
C
、
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
ロ
ボ
ッ
ト
型
検
索
エ
ン
ジ
ン
、
フ
ィ
ー
ル
ド
検
索
、
ド
メ
イ
ン
名
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
、
集
合
知
、（
M
ic
ro
so
ft
 W
or
d
で
の
基
本
的
文
書
作
成
）
⑴
ア
情
報
と
メ
デ
ィ
ア
の
特
徴
⑵
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
発
達
⑵
イ
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
W
W
W
の
特
徴
と
個
人
情
報
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
In
te
rn
et
 A
rc
hi
ve
、
W
eb
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
、
ナ
レ
ッ
ジ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
炎
上
、
個
人
情
報
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
忘
れ
ら
れ
る
権
利
、（
M
ic
ro
so
ft
 W
or
d
の
文
書
整
形
機
能
等
）
⑵
ウ
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
⑶
イ
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
５
知
的
財
産
権
と
著
作
権
産
業
財
産
権
と
著
作
権
概
論
（
財
産
権
・
人
格
権
）
特
許
・
意
匠
・
実
用
新
案
・
商
標
（
音
商
標
）、
著
作
物
の
定
義
、
保
護
期
間
、
T
P
P
、
著
作
権
の
支
分
権
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ド
メ
イ
ン
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン
ズ
・
ラ
イ
セ
ン
ス
、
安
全
な
音
源
検
索（
パ
ブ
リ
ッ
ク
ド
メ
イ
ン
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
Y
ou
T
ub
e
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
ラ
リ
や
公
式
配
信
等
）
⑶
ウ
情
報
社
会
に
お
け
る
法
と
個
人
の
責
任
著
作
権
の
権
利
制
限
、
著
作
隣
接
権
、
音
楽
著
作
権
処
理
授
業
の
過
程
で
の
複
製
、
引
用
、
出
所
の
明
示
、
非
営
利
無
償
で
の
上
演
・
演
奏
、
剽
窃
と
盗
用
、
レ
コ
ー
ド
会
社
や
演
奏
家
の
権
利
、
実
演
家
人
格
権
、
著
作
権
管
理
団
体
、
音
楽
著
作
権
の
事
件
事
例
⑶
ウ
情
報
社
会
に
お
け
る
法
と
個
人
の
責
任
６
情
報
発
信
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
様
々
な
情
報
発
信
手
法
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
音
楽
家
と
発
表
の
機
会
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
た
発
表
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス「
T
E
D
ｘ
T
ok
yo
」鑑
賞
、
イ
ヤ
ホ
ン
持
参
で
各
自
で
選
択
し
た
映
像
視
聴
と
レ
ビ
ュ
ー
、（
M
ic
ro
so
ft
 P
ow
er
P
oi
nt
で
の
ス
ラ
イ
ド
制
作
）
⑵
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
発
達
⑴
ウ
情
報
の
表
現
と
伝
達
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表
準
備
(1
)
テ
ー
マ
決
定
、
プ
ロ
ッ
ト
、
素
材
収
集
,
デ
ザ
イ
ン
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
活
用
、
ス
ラ
イ
ド
レ
イ
ア
ウ
ト
、箇
条
書
き
レ
ベ
ル
、 S
m
ar
tA
rt
や
ベ
ジ
ェ
曲
線
の
活
用
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
⑴
ウ
情
報
の
表
現
と
伝
達
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表
準
備
(2
)
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
軌
跡
、
画
面
切
り
替
え
、
リ
ハ
ー
サ
ル
、
タ
イ
ミ
ン
グ
、
配
布
資
料
、
発
表
練
習
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
補
助
ツ
ー
ル
⑴
ウ
情
報
の
表
現
と
伝
達
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表
会
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
ト
ー
ク
５
分
×
10
人
（
班
内
発
表
）、
相
互
評
価
と
自
己
評
価
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
⑴
ウ
情
報
の
表
現
と
伝
達
7
数
値
処
理
と
情
報
可
視
化
デ
ジ
タ
ル
数
値
処
理
と
情
報
可
視
化
表
計
算
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
統
計
処
理
,
デ
ー
タ
の
可
視
化
、
グ
ラ
フ
表
現
の
注
意
点
、
ソ
ー
ト
と
フ
ィ
ル
タ
、
セ
ル
参
照
、
演
算
子
、
関
数
、
音
楽
市
場
と
オ
リ
コ
ン
チ
ャ
ー
ト
、
音
楽
家
の
著
作
権
料
収
入
の
試
算
、（
M
ic
ro
so
ft
 E
xc
el
の
概
念
と
操
作
）
⑷
ウ
情
報
社
会
に
お
け
る
問
題
の
解
決
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
歴
史
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
歴
史
映
像
「
世
界
を
変
え
た
男
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
」
鑑
賞
、
ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
、
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
音
声
認
識
、
人
工
知
能
、
電
子
書
籍
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
⑵
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
発
達
⑷
ア
社
会
に
お
け
る
情
報
シ
ス
テ
ム
⑷
イ
情
報
シ
ス
テ
ム
と
人
間
（
前
期
末
試
験
）
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
と
論
述
に
よ
る
筆
記
試
験
）
夏
期
休
暇
（
課
題
）
― 41―
音楽高等学校に適応した情報科教育のカリキュラム開発
月
単
元
講
義
テ
ー
マ
学
習
事
項
・
実
習
内
容
・
キ
ー
ワ
ー
ド
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
対
応
項
目
９
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
処
理
、
情
報
社
会
に
お
け
る
音
楽
産
業
の
発
展
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
処
理
連
続
と
離
散
、
バ
イ
ナ
リ
、
文
字
コ
ー
ド
、
光
の
三
原
色
、
ベ
ク
タ
と
ラ
ス
タ
、
解
像
度
、
A
do
be
 
P
ho
to
sh
op
に
よ
る
画
像
編
集
入
門
（
レ
イ
ヤ
ー
等
）、
JP
E
G
等
の
画
像
圧
縮
形
式
⑴
イ
情
報
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
⑴
ウ
情
報
の
表
現
と
伝
達
10
デ
ジ
タ
ル
音
楽
・
音
声
処
理
⑴
P
C
M
と
M
ID
I、
M
P
3等
の
音
声
圧
縮
形
式
、
D
R
M
、
D
T
M
で
の
打
ち
込
み（
ス
コ
ア
と
ピ
ア
ノ
ロ
ー
ル
）、
D
T
M
用
語（
ノ
ー
ト
、
ベ
ロ
シ
テ
ィ
、
bp
m
な
ど
）
⑴
イ
情
報
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
⑴
ウ
情
報
の
表
現
と
伝
達
デ
ジ
タ
ル
音
楽
・
音
声
処
理
(2
)
G
ar
ag
eB
an
d
を
用
い
た
ス
コ
ア
入
力
、
楽
譜
制
作
ソ
フ
ト
F
in
al
e
体
験
、
音
声
の
量
子
化
・
標
本
化
、
ビ
ッ
ト
レ
ー
ト
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
レ
ー
ト
、
ハ
イ
レ
ゾ
音
源
⑴
イ
情
報
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
⑴
ウ
情
報
の
表
現
と
伝
達
11
音
楽
産
業
の
現
状
と
新
た
な
音
楽
芸
術
の
展
開
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
映
像
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」「
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
鑑
賞
、
定
額
制
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
配
信
サ
ー
ビ
ス
、
違
法
音
楽
配
信
、
バ
ー
チ
ャ
ル
合
唱
団
、
映
像
と
音
楽
が
融
合
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
、
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
と
K
J
法
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
創
出
⑶
ア
情
報
化
が
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
と
課
題
⑷
ア
社
会
に
お
け
る
情
報
シ
ス
テ
ム
⑷
ウ
情
報
社
会
に
お
け
る
問
題
の
解
決
映
像
編
集
と
音
声
の
リ
ミ
ッ
ク
ス
iM
ov
ie
を
用
い
た
動
画
編
集
、
N
H
K
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
活
用
（
利
用
規
約
の
理
解
）、
映
像
編
集
の
要
素
（
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
、
タ
イ
ト
ル
等
）、
動
画
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
動
画
の
圧
縮
形
式
、
フ
レ
ー
ム
レ
ー
ト
⑴
イ
情
報
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
⑴
ウ
情
報
の
表
現
と
伝
達
サ
ウ
ン
ド
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
制
作
入
門
C
yc
lin
g’
74
M
ax
7を
用
い
た
パ
ッ
チ
制
作
、ラ
ン
ダ
ム
な
自
動
作
曲
装
置
の
開
発
、
音
声
に
応
じ
て
動
画
の
再
生
速
度
を
変
化
さ
せ
る
同
期
シ
ス
テ
ム
の
実
装
⑷
イ
情
報
シ
ス
テ
ム
と
人
間
⑷
ウ
情
報
社
会
に
お
け
る
問
題
の
解
決
12
（
学
年
末
試
験
）
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
と
論
述
に
よ
る
筆
記
試
験
）
情
報
社
会
と
芸
術
：
表
現
の
自
由
と
検
閲
図
書
館
の
自
由
、
表
現
の
自
由
映
画
「
図
書
館
戦
争
」
鑑
賞
(1
)、
「
図
書
館
の
自
由
に
関
す
る
宣
言
」
解
説
お
よ
び
「
図
書
館
の
自
由
に
関
す
る
事
例
集
」
紹
介
、
憲
法
に
お
け
る
表
現
の
自
由
・
検
閲
の
禁
止
・
通
信
の
秘
密
の
保
障
⑶
ア
情
報
化
が
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
と
課
題
情
報
統
制
、
焚
書
、
情
報
社
会
へ
の
参
画
映
画
「
図
書
館
戦
争
」
鑑
賞
(2
)、
「
華
氏
45
1」
「
茶
色
の
朝
」
解
説
、
国
内
外
に
お
け
る
情
報
統
制
や
焚
書
の
事
例
、
近
年
の
情
報
法
制
度
と
立
法
⑶
ア
情
報
化
が
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
と
課
題
※
本
表
は
平
成
28
年
度
の
実
施
過
程
を
基
に
作
成
。
年
度
に
よ
り
テ
ー
マ
の
順
番
や
割
り
当
て
回
数
は
若
干
異
な
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
各
テ
ー
マ
が
１
回
ず
つ
と
は
限
ら
な
い
。
※
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
対
応
項
目
は
、「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
」（
平
成
21
年
３
月
）
第
２
章
第
10
節
「
情
報
」
に
お
い
て
、「
社
会
と
情
報
」
の
内
容
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
項
目
名
を
用
い
て
い
る
。
